
2024 年 01 月 28 日 
午前 10 時 30 分 

 

降誕節第 5 主日                    No. 4 
 

主日礼拝   

 

前奏 「深き淵より、われ汝を呼ぶ」 

(G.ベーム) 
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞 

「初めからのことを思い出すな。 

昔のことを思いめぐらすな。 

見よ、新しいことをわたしは行う。 

今や、それは芽生えている。」 （イザヤ書 43:18-19a） 

 

頌栄  27 「父・子・聖霊」 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

交読詩編 130:1～8 

司式者：深い淵の底から、主よ、あなたを呼びます。 

主よ、この声を聞き取ってください。 

会 衆：嘆
なげ

き
き

祈るわたしの声に耳を傾けてください。 

司式者：主よ、あなたが罪をすべて心に留められるなら 

主よ、誰が耐ええましょう。 

会 衆：しかし、赦
ゆる

しはあなたのもとにあり 

人はあなたを畏
おそ

れ敬
うやま

うのです。 

司式者：わたしは主に望みをおき 

わたしの魂は望みをおき 

会 衆：御言葉を待ち望みます。 

司式者：わたしの魂は主を待ち望みます 

見張りが朝を待つにもまして 

会 衆：見張りが朝を待つにもまして。 

司式者：イスラエルよ、主を待ち望め。 

会 衆：慈しみは主のもとに 

豊かな贖
あがな

いも主のもとに。 
一 同 ： 主は、イスラエルを 

すべての罪から贖
あがな

ってくださる。 

祈祷 
 

献金  

 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 

 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 

 

 

 

 

 

 
 

聖書 ヨハネによる福音書 8:21～36 
新約(新共同訳) P181～P182 

 

21そこで、イエスはまた言われた。「わたしは去

って行く。あなたたちはわたしを捜すだろう。だ

が、あなたたちは自分の罪のうちに死ぬことにな

る。わたしの行く所に、あなたたちは来ることが

できない。」 22 ユダヤ人たちが、「『わたしの

行く所に、あなたたちは来ることができない』と

言っているが、自殺でもするつもりなのだろうか」

と話していると、 23 イエスは彼らに言われた。

「あなたたちは下のものに属しているが、わたし

は上のものに属している。あなたたちはこの世に

属しているが、わたしはこの世に属していない。 

24だから、あなたたちは自分の罪のうちに死ぬこ

とになると、わたしは言ったのである。『わたし

はある』ということを信じないならば、あなたた

ちは自分の罪のうちに死ぬことになる。」25彼ら

が、「あなたは、いったい、どなたですか」と言

うと、イエスは言われた。「それは初めから話し

ているではないか。 26 あなたたちについては、

言うべきこと、裁くべきことがたくさんある。し

かし、わたしをお遣わしになった方は真実であり、

わたしはその方から聞いたことを、世に向かって

話している。」 27 彼らは、イエスが御父につい

て話しておられることを悟らなかった。 28 そこ

で、イエスは言われた。「あなたたちは、人の子



を上げたときに初めて、『わたしはある』という

こと、また、わたしが、自分勝手には何もせず、

ただ、父に教えられたとおりに話していることが

分かるだろう。 29 わたしをお遣わしになった方

は、わたしと共にいてくださる。わたしをひとり

にしてはおかれない。わたしは、いつもこの方の

御心に適うことを行うからである。」 30 これら

のことを語られたとき、多くの人々がイエスを信

じた。 

31イエスは、御自分を信じたユダヤ人たちに言わ

れた。「わたしの言葉にとどまるならば、あなた

たちは本当にわたしの弟子である。 32 あなたた

ちは真理を知り、真理はあなたたちを自由にす

る。」 33 すると、彼らは言った。「わたしたち

はアブラハムの子孫です。今までだれかの奴隷に

なったことはありません。『あなたたちは自由に

なる』とどうして言われるのですか。」 34 イエ

スはお答えになった。「はっきり言っておく。罪

を犯す者はだれでも罪の奴隷である。 35 奴隷は

家にいつまでもいるわけにはいかないが、子はい

つまでもいる。 36 だから、もし子があなたたち

を自由にすれば、あなたたちは本当に自由になる。 

 

賛美 442「はかりも知れない」 

 

 
 

 

説教  『わたしはある』と言われるイエスさま 

 
 
 

賛美 432「重荷を負う者」 
 

 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 
 

アーメン 

 
 

 

 

後奏 「われ汝を呼ばわる、主イエス・キリストよ」 

(J.L.クレプス) 
 

司 式  岡田 知恵子 

説 教   向井 希夫牧師 

奏 楽  福原 之織 
 

※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

 


